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ま え が き 

 

 育児期の日本女性の職場進出が、高度成長期から 1980 年代にかけて大きく伸びたものの、

1990 年代以降はその伸び率が鈍化するようになった。本報告書は、当機構（JILPT）が行っ

た最新の調査データを詳細に分析し、育児期女性の職場進出スピードがなぜ鈍化してきたの

か、母親の就業は子どもにどのような影響を与えるのか、シングルマザーの就業にどのよう

な困難が伴うか等について、育児期女性の職場進出における最新事情をまとめた。 

 中国や米国に比べ、日本の育児期女性の職場進出は、まだまだ伸びる余地がある。しかし、

それはいくつかの高いハードルの克服を前提としなければならない。育児休業制度の一層の

充実、待機児童の多い都市部での保育所整備、夫や祖父母の家事・育児援助の確保策等を講

じることが引き続き必要だが、それだけでは不十分である。男女分業の慣行や日本的雇用慣

行の改革も必要不可欠である。 

 育児期女性の職場進出は、児童に負の影響を与えることが懸念されている。しかし、本報

告書の分析によると、むしろ母親が外で働いた方が、子どもの自立性を高める効果が期待で

き、また、有業母親の家庭では子どもへの学習塾等教育投資が多く、子どもの健康状態や学

業成績も良い傾向を示している。すなわち、育児期女性の職場進出は、子どもの視点からみ

ても実はメリットが多いのである。 

なお、この報告書は、JILPT のプロジェクト研究「企業の雇用システム・人事戦略と雇用

ルールの整備等を通じた雇用の質の向上、ディーセント・ワークの実現についての調査研究」

のサブテーマ「女性の活躍促進に関する調査研究」の一環として実施された「子育て中の女

性の就業に関する調査研究」の平成 24 年度成果の一つとして取りまとめられたものである。

本報告書のベースとなるアンケート調査の結果速報は、JILPT 調査シリーズ No.95『子どもの

いる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査』（2012 年 3 月）として公表されてい

る。本報告書と併せてご活用いただければ幸いである。 
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